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　現場の「担い手」となる技能労働者の不足が大きな課題
となっている建設業界。少子高齢化が進む日本において、
業界が持続性を持って発展していくには、若い人材が積
極的にその業界に入り、長く勤められる環境が整ってい
る必要がある。
　では現在、仕上げ分野の工事会社ではどのような取り
組みがなされているのか。編集部では、防水工事会社・
光栄工業㈱代表取締役で、（一社）全国防水工事業協会の
専務理事も務めている内田浩文氏に、自社の取り組みや、
防水業界全体の動きも含めて話を聞いた。

防水業への入職者そのものは案外多い

　建設業の人手不足が深刻化していると言われますが、
防水工事業の現状はどうでしょうか ―

　防水に関しては、技能者の絶対数が減っているという

よりも、一定レベルを有した技能者が少なくなっている

という方が正しいと思います。単純に仕事をしたい、仕

事がほしいという方は、例えばサービス業から転籍した

方など、結構多くいるのです。ただしその中で、技能検

定を取得しようとするなど、ある程度高い意識を持って

いる方は少ないですね。

　言い換えれば、理由はともかく防水業に入ってきた多

くの方が、長く勤めて上のレベルを目指そうと思えるよ

うな環境には、まだなっていないとも言えるでしょうか。

　建設業は若い人の入職が少ないという印象が強いので
すが、実際は違うのでしょうか ―

　高齢化が進む日本では、若い人の数そのものが減って

いますので、建設業でも確かに以前と比べれば若者の入

職というのは減っています。ただ、コロナの時期を経て

その傾向に変化がみられています。コロナの感染が拡大

した時、飲食業やサービス業は大きな打撃を受けました

が、あの状況でも建設業にはそれほどダメージはなかっ

た。若干現場が止まったりしたケースはあったものの、

仕事は何とかなっていました。ですので、非常時にも強

い業種として、建設業が若い人にも見直されてきている

ということがあると思います。どんな時にも仕事がある

というのは、建設業、防水業のひとつの強みだと言える

でしょう。

非常時でも仕事は安定している防水業

　まったく異なる業種の話ですが、医療の世界は景気に
左右されないと聞きます。人が体を壊せば、景気が良か
ろうが悪かろうが医者にかかったり、薬を飲んだりせざ
るを得ないということです。建築防水も、もし具合の悪
いところが生じれば直さざるを得ないという意味で、医
療に似たところがないでしょうか ―

　医療分野と建設の共通点は、いずれも「劣化」に対応す

るという点です。体の劣化は止められませんので、医療

の仕事もなくならない。建物も同様で、建てた時が性能

のピークで、その後は劣化していきます。劣化を補う仕

事というのは、医業も建設業、防水業も同じでなくなる
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